
 

 

 
 

 

 

202６年がスタートしました。本校の保護者・地域の皆様方におかれましては、新しい年への期待や希望に満ちた穏やかな年明け

を 迎えられたことと存じます。皆様方には、昨年も常に温かく本校の教育活動を見守り、支えていただきました。本当にありがとうご

ざいました。そして本年がまた、子どもたちの健やかな育ちを楽しみにできる素晴らしい一年になりますことを願っております。本年も

どうぞよろしくお願いいたします。 

昨年の干支は 乙巳（きのと・み） でした。巳（へび）は、古くから神様の使いとして大切にされ、脱皮を繰り返すことから 「再生」

「新たな始まり」 を象徴すると言われています。また「乙」は草木がしなやかに伸びていく姿を表し、努力が少しずつ形になっていく時

期を示します。そのため、乙巳の年は「これまでの準備が実を結び始める年」「巳（み）を結ぶ＝実を結ぶ年」とも言われてきました。

振り返れば、昨年の学校生活の中でも、子どもたちが積み重ねてきた努力が大きな成長につながった一年だったように感じます。 

そして今年は 丙午（ひのえ・うま） の年です。「丙」は太陽が昇り、物事がはっきりと姿を現すことを表し、明るさやエネルギーの高

まりを意味します。「午（うま）」は、勢いよく前へ進む象徴ともされています。これらが組み合わさる丙午の年は、「活気に満ちる年」

「新しい挑戦が動き出す年」「頑張りが大きく花開く年」と言われています。今年も子どもたちが、一歩ずつ前へ、そして伸び伸びと

挑戦できる一年になることを願っています。 

さて、「一年の計は元旦にあり」ということわざをご存じでしょうか。充実した一年を送るためには、まず年の初めに目標を立てて

努力することが大切であるという意味です。この言葉の由来の一つに、憑慶京（ひょうおうきょう）によって著された『月令広義』があ

ります。その中には、「一日の計は晨（あした）にあり、一年の計は春にあり」と記されています。「晨」 は朝を、「春」 は正月を表し、

「一日の始まりや一年の始まりにこそ計画を立てよ」という教えです。これは大人だけでなく、子どもたちにとっても同じです。新しい年

のスタートは、自分自身を見つめ直し、「今年はどんな自分になりたいか」「何を頑張ってみたいか」を考える大切な機会でもあります。 

本校では、子どもたちが目標を「立てること」で終わるのではなく、その目標に向かって、どのように取り組んでいくかを大切にして

います。大きな目標も、いくつかの小さな目標に分けることで、「今日はここまでできた」「前より少し成長した」と感じることができます。

このように、一歩一歩進んでいく「スモールステップ」の積み重ねが、学ぶ意欲や自信につながっていきます。また、子どもたちは成功

だけでなく、思うようにいかなかった経験からも多くのことを学びます。うまくいかなかったときに振り返り、次にどうすればよいかを考

え、再び挑戦することで、粘り強さや考える力が育っていきます。学校では、結果だけでなく、努力の過程や前向きに取り組む姿を大

切にしていきたいと考えています。 

ご家庭におかれましても、ぜひ「何を目標にしているの？」「少しずつでも頑張っているね」「前よりできるようになったね」といっ

た声かけを通して、子どもたちの挑戦を温かく見守っていただければと思います。そうした一言が、子どもたちの自信となり、次の一

歩を踏み出す力につながっていきます。 

学校においては、４月に掲げた学校教育目標に向けて取り組んできた内容を評価する時期に入ります。保護者の皆様には「学校ア

ンケート」へのご回答をお願いし、その結果をもとに、よりよい学校運営と教育活動の改善に努めてまいります。学校と保護者が協力

しながら、子どもたちにとってより良い学びの場をつくっていきたいと考えております。ご協力をお願いいたします。 

今年も職員一同、「確かな学力を身につけ、心豊かで、たくましく生きる子の育成」という目標のもと、愛情と熱意を持って教育活動

を進めてまいります。本年も変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 
未曾有の被害をもたらした阪神・淡路大震災から、今年で31年を迎えます。毎年1月17日が近づくと、犠牲になられ

た方々への哀悼の意とともに、「命を守ること」の大切さを改めて胸に刻む時期となります。本校では、1月16日（金）に

3学期の防災訓練を実施します。震災の記憶を風化させることなく、防災についてしっかりと考える一日としたいと考えて

います。今年度は、長尾地区まちづくり協議会・防災リーダー・自治会・消防署・保護者の皆様と連携し、4年生を対象と

した地域合同防災訓練を行います。内容は、「阪神・淡路大震災に関する講話」「避難所運営訓練の見学」「土嚢づくり体験」

「簡易担架の作成・搬送訓練」「心肺蘇生法（CPR）・AED体験」など、多岐にわたります。災害は、いつ・どこで起こるか

わかりません。だからこそ、「自分の命を守る力」を育てるとともに、「互いに助け合う姿勢」を身につけることが大切です。今回

の訓練を通して、児童・保護者・地域が共に学び、日頃から備える意識を高める機会にしたいと思っています。 

長尾小学校だより １月号 

令和８年（２０２６年）１月７日 宝塚市立長尾小学校長  高橋 剛  

あけましておめでとうございます ～令和８（２０２６）年 丙午（ひのえ・うま）～ 

地域合同防災訓練  ～地域と一緒に防災について考える日～ 



１．スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカー出勤日 

本校では週１日スクールカウンセラーの筒井優介先生が来校されます。 1０時

から１６時頃まで面談可能となります。１月１５日（木）２２日（木）２９日（木）が来

校日です。同じくスクールソーシャルワーカーの西野緑先生は、１月１６日（金）２３

日（金）３０日（金）が来校日です。面談を希望される方は、事前に担任または特

別支援コーディネーター （上山教諭）まで連絡 （８８-２０３１）をしてください。 
 

２．たかが「あいさつ」、されど「あいさつ」 

本校の子どもたちは、地域の方々から「あいさつがよくできていますね」と温か

いお言葉をいただくことがあります。しかし、すべての子どもが進んであいさつで

きているわけではありません。声をかけられたときだけ小さな声で返したり、恥ず

かしそうにうつむいて返したりする姿も見られます。 

私たちは、一人でも多くの子どもが 自分から、元気に、気持ちよくあいさつで

 

私たちは、一人でも多くの子どもが 自分から、元気に、気持ちよくあいさつできるようになること を願っています。「たかがあいさつ」と

思われるかもしれませんが、あいさつはその人の印象を大きく左右し、社会の中で自立して生きていくための大切な力の一つです。こうした

力は、学校だけでも、家庭だけでも十分に育てることはできません。学校と家庭が同じ方向を向き、互いに支え合いながら子どもを育ててい

くことが必要です。「あいさつ」はその一例です。「言葉遣い」「身だしなみ」「道徳的な規範意識」など、子どもが一人の人間として生きてい

くために身に付けるべき力は、学校と家庭が協働して、時期を逃さずに伝えていかなければなりません。保護者のみなさんは、ご自身が学び

身に付けてきたことを次の世代につなぐ、いわば文化の継承者です。どうか、この機会にご家庭でもお子さまと「あいさつ」について話し合

い、学校とともに子どもたちの成長を支えていただければ幸いです。 

 
 

日 曜日  日 曜日  

１ 木 元日 学校閉鎖（～１月３日） 冬季休業日 17 土  

２ 金  18 日  

３ 土  19 月 会議日（５校時終了後下校） 発育測定（４年） 

４ 日 
 

20 火 
市内一斉防犯活動 食育出前授業（４年４・５組） 

発育測定（５年） 

５ 月  21 水 発育測定（５年） 避難訓練予備日 

６ 火  22 木 
食育出前授業（４年２組） 定時退勤日 

発育測定（３年） 

７ 水 始業式  23 金 発育測定（３年） クラブ活動（5･6年） 

８ 木 発育測定（６年） 定時退勤日 24 土  

９ 金 発育測定（６年） 25 日  

10 土  26 月 発育測定（２年） 

11 日   27 火 
発育測定（１年・２年） 体育特別授業（４年） 

ようこそ先輩特別授業（６年：消防士） 

12 月 成人の日 28 水 発育測定（１年） 古紙回収 

13 火 
給食開始 

助産師による性教育（５年：3・4校時） 
29 木 入学説明会 定時退勤日 

14 水 全校音楽 発育測定（４年） 30 金 
長尾っ子まつり オープンスクール 

＊ 給食終了後下校 

15 木 
TAKARAっ子造形作品展（～25日：文化芸術センター） 

定時退勤日 
31 土  

16 金 
地震想定避難訓練 防災給食 

地域合同防災訓練（４年）  
   

 

 

 

   
２日（月）全校朝の会 全校音楽      

３日（火）全校研究会 

【１～６年:給食後下校、１年:5校時終了後下校】 

９日（月）会議日（5校時終了後下校） 

１０日（火）校外学習（６年：京都） 

１６日（月）参観懇談会（高学年） 

１７日（火）参観懇談会（低学年） 

      一斉防犯活動 

２０日（金）校外学習（５年：奈良） 

２７日（金）校外学習（１年：平井公園） 

２月の主な行事予定 お知らせとお願い 


